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4 チャプター：生態毒性 
4.1 Acute/Prolonged Toxicity to Fish（魚類に対する急性/延長毒性） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト ピックリストから試験の種類を選択、たとえば [flow 

through（流水式） / semistatic（半止水式） / static（止水

式） / etc.] または [other: <テキストを入力>]. 
5 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Lepomis macrochirus（ブルーギル） / 

etc. ] または  [other: <テキストを入力>], たとえば
[other: Acerina cernua] 

6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 
7 Exposure Period  暴露期間を下記のように入力する。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

（暴露期間） 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。例：

[96]（単位が hour［時間］の場合）または[4]（単位が day
［日］の場合） 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
（時間） / minute(s)（分）] 

8 NOEC  無影響濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 
9 LC0  LC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド:#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 LC50  LC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 LC100  LC100 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [TLm]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#12 を参照

14 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#12 を参照

15 Limit Test（限界試

験） 
ピックリスト 選択：[yes（実施） / no（未実施）] 

16 Analytical 
Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
17 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば  [Directive 84/449/EEC, C.1 （指令

84/449/EEC、C.1） / EPA OPP 72-1 / etc.] または [other: <
テキストを入力 >]。例： [other: Method in principle 
comparable to OECD Guideline 203 with differences 
described in freetext Test conditions（方法は原則として

OECD ガイドライン 203 と同等であり、相違点について

はフリーテキスト「Test conditions（試験条件）」に記載

した）]。必要に応じて、根拠を記載してもよい。例：

[other: ...... No guidelines available.（...... 利用可能なガイド

ラインなし）] 
18 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
19 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

20 Test substance 
（被験物質） 

ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 
TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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4.2 Acute Toxicity to Aquatic Invertebrates（水生無脊椎動物に対する急性毒性） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 試験の種類を選択：[field observation（フィールドでの観

察） / flow through（流水式） / semistatic（半止水式） / static
（止水式）] または [other: <テキストを入力>] 

5 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Daphnia magna（ミジンコ） / etc.] また

は [other: <テキストを入力>] 
6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。例：

更新 2004 年 8 月  127 



IUCLID 4 ガイダンス文書  128 

番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

[96]（単位が hour［時間］の場合）または[4]（単位が day
［日］の場合） 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
（時間） / minute(s)（分）] 

8 NOEC  無影響濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 
9 EC0  EC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド:#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 EC50  EC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 EC100  EC100 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [TLm]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#12 を参照

14 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#12 を参照

15 Limit Test 
（限界試験） 

ピックリスト 選択：[yes（実施） / no（未実施）] 

16 Analytical 
Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
17 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば  [Directive 84/449/EEC, C.2 （指令

84/449/EEC、C.2） / EPA OPP 72-2 / etc.] または [other: <
テキストを入力>]. 

18 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
19 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
20 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ
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スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

 

4.3 Toxicity to Aquatic Plants e.g. Algae（水生植物に対する毒性［藻類など］） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Anabaena cylindrica / etc.] または [other: 

<テキストを入力>]. 
5 Endpoint 

(エンドポイント) 
ピックリスト 試験の種類を選択：[biomass（バイオマス） / growth rate

（生長率）] または [other: <テキストを入力>], たとえば

[other: number of cells/ml（1 ml あたりの細胞数）] 
6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。例：

[96]（単位が hour［時間］の場合）または[4]（単位が day
［日］の場合） 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
（時間） / minute(s)（分）] 

8 NOEC  無影響濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 
9 LOEC  LOEC の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 EC0  EC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 EC10  EC10 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 EC50  EC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
14 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#13 を参照

15 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#13 を参照
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

16 Limit Test 
（限界試験） 

ピックリスト 選択：[yes（実施） / no（未実施）] 

17 Analytical 
Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
18 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [Directive 87/302/EEC, part C, p. 89（指令

87/302/EEC、part C, p.89） / EPA OPP 122- 2 / etc.] または

[other: <テキストを入力>] 
19 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
20 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
21 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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4.4 Toxicity to Microorganisms e.g. Bacteria（微生物に対する毒性［細菌など］） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[aquatic（水生） / field（フィールド） / soil（土

壌）] または [other: <テキストを入力>] 
5 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば  [anaerobic bacteria（嫌気性細菌）  / 

anaerobic sludge（嫌気性汚泥）  / Arthrobacter sp. / 
Arthrobacter terregnes / Aspergillus niger（クロカビ） / etc.]

6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。例：

[96]（単位が hour［時間］の場合）または[4]（単位が day
［日］の場合） 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
（時間） / minute(s)（分）] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

8 NOEC  無影響濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 
9 EC0  EC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド:#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 EC10  EC10 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド:#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 EC50  EC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EC5]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#12 を参照） 
（タイプ：#12 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#12 を参照

14 Analytical 
Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
15 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば  [ISO 8192 / ISO DIS 9509 / OECD 

Guideline 209（OECD ガイドライン 209）  / OECD 
Guideline 216（OECD ガイドライン 216）  / OECD 
Guideline 217 （OECD ガイドライン 217）] 

16 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
17 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
18 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

4.5 IUCLID の見出しなし 
4.5.1 Chronic Toxicity to Fish（魚類に対する慢性毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Alburnus albidus costa / etc.] または

[other: <テキストを入力>] 
5 Endpoint 

(エンドポイント) 
ピックリスト エンドポイントの種類を選択：[length of young fish（幼魚

の体長） / reproduction rate（繁殖率） / weight of young fish
（幼魚の重量）] または [other: <テキストを入力>]. 

6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 

更新 2004 年 8 月  134 



IUCLID 4 ガイダンス文書  135 

番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

7 Exposure Period 
（暴露期間） 

 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。例：

[96]（単位が hour［時間］の場合）または[4]（単位が day
［日］の場合） 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
（時間） / minute(s)（分）] 

8 LLC  最小致死濃度を下記のように入力する（該当する場合）。
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
9 NOEC  NOEC の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 LOEC  LOEC の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
12 Analytical 

Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
13 Method（方法） ピックリスト [other: <テキストを入力>] を選択し、具体的に記載する。

例： [other: OECD Guideline 210（OECD ガイドライン

210）]。注： このピックリストで [other: <テキストを入

力>] 以外に選択可能なのは  [OECD Guideline draft
（OECD ガイドラインドラフト）] だけである。 

14 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
15 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
16 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

4.5.2 Chronic Toxicity to Aquatic Invertebrates（水生無脊椎動物に対する慢性毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Daphnia magna（ミジンコ） / etc.] また

は [other: <テキストを入力>] 
5 Endpoint 

(エンドポイント) 
ピックリスト 選択：[mortality（死亡率） / reproduction rate （繁殖率）] 

または [other: <テキストを入力>] 
6 Unit（単位） ピックリスト 選択、たとえば [mg/l / μmol/l / etc.] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する。 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day（日） / hour(s)
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

（時間） / minute(s)（分）] 
8 NOEC  最小致死濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 

 
9 LOEC  LOEC の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 EC50  EC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
12 Analytical 

Monitoring（分析的

モニタリング） 

ピックリスト 試験において分析的なモニタリングが行われたかどうか

を提示する。選択：[no（未実施） / no data（データなし）

/ yes（実施）] 
13 Method（方法） ピックリスト 選択：[EPA OPP 72-4 / EPA OPPTS 850.1300 / EPA OPPTS 

850.1350 / EPA OTS 797.1330 / EPA OTS 797.1950 / OECD 
Guideline 202, part 2（OECD ガイドライン 202、part 2） / 
OECD Guideline 211（OECD ガイドライン 211）] または

[other: <テキストを入力>] 
14 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
15 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
16 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

 

4.6 IUCLID の見出しなし 
4.6.1 Toxicity to Sediment Dwelling Organisms（底質中の生物に対する毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Tubifex（イトミミズ） / Lumbriculus（オ

ヨギミミズ） / Gammarus / Hyalella / etc.] あるいは [other 
oligochaetes（その他の貧毛類） : <テキストを入力>] ま
たは [other sediment dwelling worm（底質中のその他のミ

ミズ） : <テキストを入力>] または  [other sediment 
dwelling microorganisms（底質中のその他の微生物） : <
テキストを入力>] または [other: <テキストを入力>] 

5 Endpoint 
(エンドポイント) 

ピックリスト 選択：[Mortality（死亡率） / Weight（重量）] または [other: 
<テキストを入力>] 

6 Unit（単位） ピックリスト 選択：[mg/kg sediment dw（底質乾燥重量 1 kgあたりの重

量［mg］） / mg/cm2 filter paper（ろ紙 1 cm2あたりの重量

［mg］）] または [other: <テキストを入力>] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト サブフィールド b）：[other]（利用可能な唯一の選択肢）

を選択し、具体的に記載する 
8 NOEC  最小致死濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 

 
9 LC0  LC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 LC50  LC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 LC100  LC100 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
13 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [Chironomid test using spiked sediment（底

質によるユスリカ試験） / Chironomid test using spiked 
water（水質によるユスリカ試験） / Oligochaete test using 
spiked sediment（底質による貧毛類試験） / etc.] または

[other: <テキストを入力>] 
14 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
15 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
16 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

4.6.2 Toxicity to Terrestrial Plants（陸生植物に対する毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Brassica napus（アブラナ） / Brassica rapa

（カブ） / Lactuca sativa（レタス） / Lepidum sativum / 
Lolium perenne（ドクムギ）] 

5 Endpoint 
(エンドポイント) 

ピックリスト 選択：[emergence（出芽） / growth（生長）] または [other: 
<テキストを入力>] 

6 Unit（単位） ピックリスト 選択：[g/l / mg/l / mmol/l / mol/l / μg/l / μmol/l / mg/kg 
soil dw（土壌乾燥重量 1 kg あたりの重量［mg］）] 

7 Exposure Period 
（暴露期間） 

 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day(s)（日） / month

（月）] 
8 NOEC  最小致死濃度を下記のように入力する（該当する場合）。
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 

 
9 EC50  EC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 LC50  LC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#11 を参照） 
（タイプ：#11 を参

照） 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#11 を参照

13 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [EPA OPP 123-1 / EPA OPP 124-1 / EPA 
OPPTS 850.4000 / EPA OPPTS 850.4025 / EPA OPPTS 
850.4100 / etc.] または [other: <テキストを入力>] 

14 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
15 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
16 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
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フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

 

4.6.3 Toxicity to Soil Dwelling Organisms（土壌生物に対する毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[artificial soil（人工土壌） / filter paper（ろ紙）] ま

たは [other: <テキストを入力>] 
5 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば  [Aleochara bilineata / Aleochara sp. / 

Bembidion lampros / Bembidion sp. / Caenorhabditis elegans
（線虫）] あるいは [other oligochaetes（その他の貧毛類）: 
<テキストを入力>] または  [other sediment dwelling 
worm（底質中のその他のミミズ） : <テキストを入力>] 
または [other sediment dwelling microorganisms（底質中の

その他の微生物）: <テキストを入力>] または [other: <
テキストを入力>] 

6 Endpoint 
(エンドポイント) 

ピックリスト 選択：[mortality（死亡率） / weight（重量）] または [other: 
<テキストを入力>] 

7 Unit（単位） ピックリスト 選択：[mg/kg soil dw（土壌乾燥重量 1 kgあたりの重量

［mg］） / mg/cm2 filter paper（ろ紙 1 cm2あたりの重量

［mg］）] または [other: <テキストを入力>] 
8 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day(s)（日） / hour(s)

（時間） / minute(s)（分）] 
9 NOEC  最小致死濃度を下記のように入力する。 
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 

 
10 LC0  LC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#9 を参照） 
（タイプ：#9 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#9 を参照 

11 LC50  LC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#9 を参照） 
（タイプ：#9 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#9 を参照 

12 LC100  LC100 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#9 を参照） 
（タイプ：#9 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#9 を参照 

13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

14 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [EPA OPPTS 850.62 / EPA OTS 795.1500 / 
OECD Guideline 207（OECD ガイドライン 207）] または

[other: <テキストを入力>] 
15 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
16 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
17 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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4.6.4 Toxicity to Other Non-mammalian Terrestrial Species 

 （哺乳動物以外のその他の陸生種に対する毒性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities（信頼

性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Colomba livia（カワラバト） / etc.] ま

たは [other not soil dwelling arthropodes（土壌節足動物以

外の陸生種）: <テキストを入力>] または [other avian（そ

の他の鳥類）  : <テキストを入力>] または  [other 
terrestrial molluscs（その他の陸生軟体動物）: <テキスト

を入力>] または [other: <テキストを入力>] 
5 Endpoint 

(エンドポイント) 
ピックリスト 選択：[mortality（死亡率） / reproduction rate（繁殖率） / 

weight（重量）] または [other: <テキストを入力>] 
6 Unit（単位） ピックリスト 選択：[mg/kg bw / ppm] または [other: <テキストを入力

>] 
7 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：暴露期間の数値を入力する 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択：[day(s)（日） / month
（月）] 

8 NOEC  最小致死濃度を下記のように入力する（該当する場合）。
 a）根拠(Basis) - ピックリスト - サブフィールド a）：提供されている選択肢  [c 

(calculated)（c［算出］） / m (measured/nominal)（m［実

測/名目］）] は適切とは考えられない。該当する場合は

（Robust Study Summary の場合など）、NOEC が実測濃度

または名目濃度に基づいたものであるならフリーテキス

トタイプ「RS」に提示する。 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、上限を入力 

 
9 LC0  LC0 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

10 LC50  LC50 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

11 LC100  LC100 の値を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

12 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 a）エンドポイント - テキスト - サブフィールド a）：その他のエンドポイントの種類を

入力する（例： [EL50]） 
 b）根拠 - ピックリスト - サブフィールド b）：空欄のままとする（フィールド#8

の説明を参照） 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 
13 その他  その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
 （サブフィール

ド：#8 を参照） 
（タイプ：#8 を参照）サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

14 その他 
（サブフィール

ド：#8 を参照） 

 
（タイプ：#8 を参照）

その他の影響濃度の種類を下記のように入力する。 
サブフィールドに関する手引き：フィールド#8 を参照 

15 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [EPA OPP 141-1 / etc.] または [other: <テ
キストを入力>] 

16 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
17 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
18 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 

 

 

 

4.7 Biological Effects Monitoring（生物学的影響のモニタリング） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Memo（メモ） テキスト 「Memo（メモ）」フィールドにはキーワードを入力し、

データは「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て可

能なフリーテキストに個別に入力する。 
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ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

4.8 Biotransformation and Kinetics 
 （バイオトランスフォーメーションおよびカイネティクス） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[animal（動物） / aquatic（水生） / plant（植物） / 

terrestrial（陸生）] または [other: <テキストを入力>] 
5 Deg. Product 

（分解生成物） 
ピックリスト 選択：[yes（あり） / no（なし） / not measured（未測定）]

「yes（あり）」の場合は、分解生成物をフィールド#6 に

記入する。 

更新 2004 年 8 月  148 



IUCLID 4 ガイダンス文書  149 

番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

6 Box Degradation 
Products（分解生成

物入力ボックス） 

ピックリスト（反復

フィールド） 
サブチャプターC.3.1.1（フィールド#23）の説明にしたが

って、フリーテキストボックス下の専用ボックスの反復

フィールドに各分解生成物を入力する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

4.9 Additional Remarks（追加の特記事項） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Memo（メモ） テキスト フィールドをダブルクリックするか＜F7＞キーを押し

てエディタを開き、追加の特記事項を入力する。 
注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。

「Memo（メモ）」フィールドにはキーワードのみを入力

し、説明は「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て

可能なフリーテキストに個別に入力することもできる。

 

ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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